
寄宿舎では、緊急時対応の説明、火災、地震、土砂災害を想定した避難訓練を合わせて年

間９回行っています。災害の種類や発生場所、発生時刻のパターンをいろいろ変えながら、とき

には抜き打ちで訓練を行う場合もあります。日によって寄宿舎生の活動場所や避難経路が異

なります。状況に応じた行動ができるよう繰り返し訓練を重ね、災害発生時に慌てず落ち着い

て避難することをねらいとしています。 

 

 

                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災の取組をしていくために、年に３回「防災だより」を発行します。 

 

第 ３5 号 

令和 7年３月 7日 

土砂災害を想定した避難訓練  

12月 9日（月）に土砂災害を想定した避難訓練を行いました。 

土砂災害の危険が迫ってきたとき、本校では中学部や音楽室がある棟の２階に垂直避難す

ることになっています。「大雨が降り続き、土砂災害警戒情報が発表される可能性があります。」

という放送を聞いて、児童生徒は自分の教室に戻り、荷物の準備をしました。全校が一斉に避

難を開始すると階段で混み合って危険なので、中学部から避難を開始し、小学部高学年、高等

部１階、高等部２・３階と小学部低学年という順番で避難をしました。決められた避難場所の教

室に避難をした後、点呼が完了するまでの間、避難場所の教室に待機する訓練も行いました。

全校児童生徒が避難を終え、ほとんどの児童生徒がそれぞれの避難場所で静かに待機するこ

とができました。 

様々なパターンを想定した避難訓練 【寄宿舎より】 

避難経路・方法の説明 シェイクアウトの練習 避難時の様子 



 

                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 28日（金）、保健体育の授業で救急法の大切さを理解す 

ることや、万が一のときに役立つ知識・技能の修得を目的として、福 

井南消防署から２名の講師をお招きして救急救命講習を行いました。 

Aグループ 21名の生徒が参加しました。はじめに講師より、 

「福井南消防署から学校まで、救急車が到着するまでの約６分間、みんなの手で救急救命を

行うことが大切である。」との話がありました。そして、救急救命の手順の説明を聞いた後、4

つのグループに分かれて、心肺蘇生法を実践しました。 

生徒たちは、メモを取りながら講師の話を真剣な面持ちで聞き、実技では倒れている人の

発見や安全確保、意識の確認、そして胸骨圧迫と AEDの操作などに加え、周囲の人と声を掛

け合って協力することが一命を救うことにつながることを学びました。さらに、傷病者が大人と

赤ちゃんでは、胸骨圧迫の仕方や AED のパッドの貼り方が違うことや、食べ物を喉に詰まら

せた際の応急処置（背
はい

部
ぶ

叩
こう

打
だ

法
ほう

・腹部突き上げ法）のやり方も学習しました。 

最後に「自分の身近で人が倒れたら、今日学んだことを生かして 

勇気を持って助けてください。」とエールの言葉を講師からいただき、 

生徒からは、「中学生でも救急救命について習ったが、詳しく分かっ 

てよかった。」、「心臓マッサージはかなり大変で、やり続けていると 

疲れたが、いざというとき役立てたい。」、「AED を使うときに、ネックレスや汗などがあると感

電してしまうことは知らなかった。」という感想が聞かれました。救命について考える貴重な機

会となりました。 

昨年元日の能登半島地震から 1 年が経ちました。この 1 年、国内で震度 5 弱以上を

観測した地震は 28 回、震度 4 以上となると 113 回も発生したそうです（気象庁「地震

火山月報」より）。能登では元日だけでなく 6月、11月にも震度 5以上の地震が起きて

います。もはや地震は「起きるかも」ではなく、「起きるもの」と考えなくてはいけません。そ

して実際の地震では必ずと言っていいほど複数回の余震があります。従来のグラウンドへ

の避難や室内でのシェイクアウト訓練だけでは十分な訓練とはいえません。 

本校では今年度初めて、停電時の安否確認について教員研修で取り組みました。今後

も様々な想定の下、「考える避難訓練」に取り組んでいきたいと考えています。御家庭に

おいても、この「防災だより」等で学校での取組を知るとともに、御家庭での防災について

考えるきっかけにしていただきたいと思います。 

「考える避難訓練」へ 

学校 HP の｢危機管理｣の中にも、「防災だより」

が掲載してありますので、ぜひ御覧ください。 

http://www.fukuiminami-sh.ed.jp 

万が一のときに備えて ～救急救命講習～ 【高等部より】 


